
令和 2 年度 認定こども園運営自己評価 ～事業点検・自己点検を踏まえて～   社会福祉法人長楽福祉会 幼保連携型認定こども園 Little Village 世良田の杜

保育理念 大事な時期だからこそしっかり育てたい 本年度の重点目標
・“幼児期の終わりまでに育って欲しい姿”の積極的な活用
・組織の強化のための人材育成、管理職強化
・卒園児・卒園児家庭を含めた地域支援及び貢献活動の継続

項目 内容 目標・計画 今年度の状況と課題 来年度の目標

１ 事業

就学前の子どもに関する教育・保育 生き抜く力の基礎を持つ

充実した子育て環境の構築

保護者の子育てと就労の両立支援

特別支援教育サポート事業の実施

円滑な接続に向けた工夫

地域行事へ参加し園への理解を深める

コロナ禍で縮小した保育・教育とな

ったが、職員で話し合いを続け最善

の方法で保育・教育が実施できた。

衛生関係の指導は今後も続けていく

コロナ対策をしながら、新たな取り

組みをし、安全管理もしっかり行い

ながら出来る事は行っていく

子育て支援及び地域子育て支援事業

病児保育事業
特別支援児の教育・保育
小学校との連携及び就学児支援
地域貢献活動

２
事業を支える
分野別取組み

運営：運営規程、健康管理、虐待防止他 保幼こ小連携について園児のみなら

ず保護者を巻き込んだ活動の推進

支援児の保育環境を豊かにするため

の専門機関からの指導

小学校との連携は実施が不可となっ

たため現状で出来る事を模索。

状況下で叶う実施を検討。

小学校との接続を丁寧に進める

地域を支える様々な職業に関わる

人々や多様な年齢層を視野に入れ

つながりを大切にしていく

教育・保育：環境設定、食事提供他
支援：保護者支援、特別・地域支援他
連携：保幼こ小連携、地域や専門機関等

３ 職員自己点検

教育・保育 職員の専門性を高めるために、外部

への研修も含め多くの研修に参加す

る

日常的に職員同士が保育教諭の質の

向上を目指して話し合う

コロナ禍で外部の研修が無くなり、

内部での話し合いの機会が多く持た

れた。

子育て支援など、出来る範囲で行え

た。

コロナ対策をしながらも合計点が

低かった事柄について見直しをし、

話し合い改善をしっかり行ってい

く

子どもとの関わり
子育て支援
職員連携

自身について

総評

今年度の状況と課題 来年度の目標

来年度の重点目標
・コロナ禍の影響を踏まえた上での、保育理念の達成
・全職員及び事業関係者の安全の確保と、業務遂行のための援助
・卒園児・卒園児家庭を含めた地域支援及び、貢献活動の継続

新型コロナ感染症対策を手探りしな

がら速やかに安全管理の徹底を図る

コロナ禍の中、人々の不安を受けと

めながら安全への最善を尽くす

令和 3 年 6 月 1 日                                                   評価者 池田祥子  印


